
2023年度　久留米大学　前期理系　第４問

問題 平面上に点 Oを中心とする半径が 1の円 C1 と，点 Oを中心とする半径が
B

6の円 C2 がある。円 C2 上に

点Aをとり，点Aから円 C1 に引いた接線と円 C1 との接点の 1つを P，直線 OPと円 C1 の交点のうち点 Pと異な

る点を Q，直線 AQと円 C1 との交点のうち点 Qと異なる点を Rとおく。

このとき，

AP =

E

あ ，AQ = い ，AR =
う

え

であり，直線 APと円 C2 の交点のうち点 Aと異なる点を S，直線 AOと直線 SQの交点を Tとおくと，

AP : PS = お : か ，ST : TQ = き : く

である。ここで， お ～ く は最小の自然数を用いて答えよ。

さらに，直線 PRと直線 OAの交点を点 U，直線 PRと円 C2 の 2つの交点を D，Eとすると，

AU =
け

E

こ

さ

であるので，

DU£ EU =
しすせ

そた

である。
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